
　2003年に受動喫煙対策の努力義務（第 25条）が盛り込まれた健康増進法が施行され，2005年のたば
この規制に関する世界保健機関枠組条約（FCTC）の発効等を契機にして受動喫煙防止対策が進められ
ている．一方，タバコ産業からは，対抗するかのように各種無煙タバコ類が国内でも導入されてきてい
る．加熱式タバコ等は市場に導入され，まだ日が浅いことから発がんリスクを中心とした疫学的なリス
ク評価については不明である．従って，発生する有害成分量からリスクを評価することが試みられる．
有害化学成分分析からこれらの製品の特徴について検討した．国内で流通する製品を購入し，国内の紙
巻タバコパッケージに表示されるニコチン，タール量の標準的捕集法である ISO法，およびWHOが
推奨するHCI（Health Canada Intense）法をベースに紙巻タバコ主流煙，各種加熱式タバコ・エアロゾ
ルを捕集し，化学分析を行なった．加熱式タバコとして最も普及している IQOSにおいては，主流煙中
のニコチン量は標準紙巻タバコの約半分から同程度のニコチンが検出された．一方，タバコ特異的ニト
ロソアミン（TSNAs）は，標準紙巻タバコの 5分の 1程度，一酸化炭素濃度は 100分の 1程度に軽減
されていた．その他の化学物質濃度も低減されているものが多いが，グリセロール類など紙巻タバコ以
上の濃度を示す化学物質もあった．加熱式タバコから発生するエアロゾルには紙巻タバコに比べ有害性
が低減されているとして，タバコ産業側は喫煙継続を前提にハームリダクションを唱えるが，発がん物
質および依存性を引き起こすニコチンを吸入するものである．また，紙巻タバコとの二重使用や非喫煙
者のゲートウエイ，禁煙効果等については結論は出ておらず，引き続き第三者機関の評価とモニタリン
グの継続が必須である．

利益相反：開示すべき COIはありません．
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加熱式タバコに含まれる有害成分
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